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要旨：下腹部への長時間温講法による若年女性の便秘症状改善の有効』性を検討する目的で，便秘を自覚す

る健康な女子学生１６名を対象に，温蕎法前後の便通状態とバイタルサインを測定した．温謡法には蒸気

温熱シート（めぐりズム蒸気温熱パワー腰腹用ワイドシート（非売品)，花王）を使用し，１日８５±1.8

時間の温電法を７日間連続貼用し，便通状態の測定には日本語版便秘評価尺度ＬｏｎｇＴｅｒｍ版（CAS-

LT）を使用した．湿熱加温により便通状態は，CAS-LT版総得点で7.8±1.4から5.4±Ｌ７と有意な減少

(ｐ＜0.05）が認められた．便秘症状の変化では，ＣＡＳ－ＬＴ版８項目中５項目において有意な改善結果が

示された．バイタルサインの有意な変化はなかった．蒸気温熱シートによる長時間温蕃法は，便秘症状改

善に顕著な効果のあることが明らかとなった．

キーワード：温霜法，日本語版･便秘評価尺度，整腸作用

n．対象と方法1．緒言

対象は，日本語版便秘評価尺度ＬｏｎｇＴｅｒｍ版

(CAS-LT）の測定値が平均５点以上の,便秘を自覚

する市立Ａ短期大学の健康な女子学生１６名で，

平均年齢２０歳であった‘ＣＡＳ－ＬＴは便秘傾向が強

い程より高得点になる便秘の測定尺度である'０１１)．

研究に先立ち，市立名寄短期大学倫理委員会の承認

を得た上で，調査協力者には研究の主旨・内容およ

び方法，本人の権利の尊重と研究協力の任意性の確

・保等を書面と口頭により説明し，被験者として承諾

を得た．

測定項目は,便通状態および自律神経系の指標と

しての起床時の口腔温・血圧値・脈拍数と夕方の血

温霜法は古くから看護の教科書に記載されてきた

基礎看護技術の一つで'-4)，局所の加温が便通促進

に有効であることは，経験的によく知られている．

また，腰背部への熱布温署法が排便促進や整腸作用

に効果的であることは先行研究においても報告され

てきた5-7)，しかし，熱布温電法の研究は布を高温

に温めて使用することから加温時間は長くとも数十

分程度であり，その効果の判定は困難である,加温

部位別では腰背部渦巻法がほとんどで，腹部温器法

による効果の報告は少ない8.9)．本研究では，蒸気

温熱シートを使用した下腹部への長時間の温器法に

よる若年女性の便秘症状改善の有効性を検討した．
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Ⅲ、結果圧値・脈拍数を測定した．口腔温は電子体温計（け

んおんくんＭＯ１０８Ｌ，オムロン社)，血圧値およ

び脈拍数はデジタル自動血圧計（ＨＥＭ７６２ファジィ，

オムロン社）を用いて測定した．測定方法は，蒸気

温熱シート（めぐりズム蒸気温熱パワー腰腹用ワイ

ドシート（非売品)，花王）を専用ベルトにより下

腹部に装着し，１日５時間以上７日間連続貼用し

,便通状態の変化を測定した．測定期間は，対照期，

(非鵠法期）７日間および温謡法貼用期（蕃法期）７

日間とした．測定時期は２００５年９～１２月の約３

ヶ月間で，この間に下剤の服用は中止とした．

『めぐりズム蒸気温熱パワー』は，２００５年１０

月に花王から発売された蒸気式温熱シートで，４０

℃の温度が５～８時間程度持続するように作られて

いる．・使用方法は，二つ折になったシートを袋から

取り出し広げ，白い面が見えるように専用ベルトの

メッシュ状のポケットに入れ，両端にマジックテー

プの付いたベルトを下腹部に装着する．シートを入

れたポケットは直接肌に当たるようにフィットさせ

下腹部を加温する．蒸気温熱シートは，シートの白

い面から空気を取り込むことにより発熱体の鉄分と

空気中の酸素が反応して蒸気が発生し，効率的に温

熱効果が得られる仕組みになったものである．

統計学的検定はWilcoxonの符号付順位検定によっ

て温器法前後のCAS-LT値とバイタルサインを比

較，解析した．結果は平均値±標準･偏差で表し，ｐ

＜００５を有意とした．データの解析にはSPSS12D

forwindowsを使用した．

被験者１６名の便通状態は，CAS-LTで7.8±1.4

と高得点であったが，蒸気温熱シートの使用により

有意に減少した（Tablel)．，便秘症状の変化は，８

項目中５項目において有意な改善`傾向が示された．

すなわち「おなかの張った感じ」は1.2±0.4から

0.8±0.6,「排便回数」（排便回数が多いほど点数は

`低い）はＬ４±０．３から0.9±0.5,「直腸内容物の充

満感」1.1±0.5から０６±０．５，「排便量」（排便量が

多いほど点数は低い）は1.5±０．４から0.9±０．５，

｢排泄状態」（排泄状態が良好なほど点数は低い）は

L7±0.4から11±０．５に低減した．パイタルサイ

ンに有意な変化はなかった．長時間にわたる下腹部

への蒸気温熱シートの連続使用による皮膚の異常所

見は認められなかった．

Ⅳ、者察

蒸気温熱シートの長時間連続使用による下腹部へ

の温審法は，便通状態を有意に改善することが示さ

れたことから，整腸作用を高め便秘症状改善に有効

性のあることが示唆された．これは，下腹部の皮膚

への温熱刺激が内臓に反射する体性一内臓反射によ

るものと思われる'2)．皮膚は腸管を支配する自律神

経系と同じ神経支配下にあるため，皮膚への温熱刺

激が腸管を支配する副交感神経に刺激を与え腸管運

動を活発にしたと考えられるすなわち，皮膚表面

Ｔａｂ１ｅｌ、Changesofconstipationassessmentscaleinwarmingte｢、
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温度の上昇が皮層温受容器の活動を高め，皮膚表面

に近い血管を拡張させて血液循環を活発にし，体,性一

内I職神経反射を引き起こし腸蠕動運動の冗進をもた

らしたものと推測される．

局所への長時間にわたる温器法は，自律神経系の

指標であるパイタルサインに対して有意な変化をも

たらさなかった．このことから，長時間におよぶ温

熱刺激を与えた場合でも体温や循環機能への顕著な

影響は少なく，温謡法技術の安全性を支持する指標

の一つにもなると考えられる同時に蒸気温熱シー

トの安全`性も示唆された．

２）菱沼典子：排便・排ガスを促す腰背部温毒法．

看護実践の根拠を問う，小松浩子，菱沼典子編．

南江堂，東京，1998,ｐ99-108

３）深井喜代子：便秘のケア．看護実践の根拠を問

う，小松浩子，菱沼典子編．南江堂，東京，

１９９８，ｐ84-98 

４）氏家幸子，井上智子：電法．基礎看護技術Ⅱ，

氏家幸子，、井上智子編．医学書院，東京，

２００５，ｐｌ９５－２０１ 

５）菱沼典子，平松則子，春日美香子，他：熱布に

よる腰背部温憲法が腸音に及ぼす影響．日本看

護科学会誌１９９７；１７：３２－９

６）菱沼典子，香春知永，横山美樹，他：熱布によ

る腰背部温篭法の排ガス・排便に対する臨床効

果．聖路加看護学会誌２０００；４：３０－５

７）久賀久美子，三谷理子，五十嵐美穂，他：腰背

部温謡法の整腸作用に関する検討．日本看護技

術学会第４回学術集会講演抄録集２００５；４：

７９ 

８）松浦康之，岩瀬敏，高田宗樹，他：連続腹部

温電法が便秘を主訴とする若年女性の胃電図に

及ぼす影響．自律神経２００３；４０：406-11

９）木下彩子，酒井志保，，佐藤美恵子，他：零法の

部位による腸管の蠕動促進効果の比較一腹部温

電法と腰背部温蕃法一．日本看護学会集録（看

護教育）２００５；３６：42-4

10）McMillan,Ｓｃ,ＷｉｍａｍＦＡ:Validityandren-

abilityoftheconstipationassessmentscale， 

CancerNUrsingl989;１２:183-8 

11）深井喜代子，杉田明子，田中美穂：日本語版便

秘評価尺度の検討．看護研究１９９５；２８：２０１－

8 

12）菱沼典子，平松則子：排便・排ガスの技術一腰

背部の温蕎法，看護技術を科学する．ナーシン

グ・トウデイ１９９４；５：８－１２

Ｖ・結 語

蒸気温熱シートを用いた長時間にわたる温鴇法は，

その継続的な加温により便秘症状の改善に顕著な効

果のあることが明らかになった．また，今回行った

蒸気温熱シートによる長時間の温鴇法は，従来の短

時間の温鴇法に加えて新たな器法として期待される．

本研究の一部は第３２回日本看護研究学会学術集

会（2006年，別府市）において発表し，名寄市立

大学紀要（第１巻，２００７年）に掲載した．
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Abstract 

EffectsoflowerabdominalwarminginyoungfemaIesUbjectswithconstipation 

KeikoHosono,YuukiArai，SumieTomehata,ＳｙｏｋｏＭｉｎａｍｉｙａｍａａｎｄＪｕｎｌｗａｍｏｔｏ 

DepartmentofNursing,NayoroCityUniversity 

NayoroCityUniversityFacultyofHealthandWelfareScienceDepartmentofNursmg 

N8W４，NayorqHokkaidoO96-8641Japan 

Wehaveexaminedtheeffectoflowerabdominalwarminginl6vohmteeredfemalesUbjects 

(20±１ｙｒ)whohaveproblemsmdefecation､ThesUbjectsoutfittedasteamingpad(Megu-rlzumu， 

KaoＣＱ,Tokyo)onthelowerabdominEllskinfor7days(approximately8hrs/day)．Magnitude 

ofconstipationwasmeasuredwithan8itemquestionnaire,ＴｈｅJapaneseversionoftheConstipaF 

tionAssessmentScale-Longterm(CAS-LT)．ThetotalscoreofCASLTsignificantlychanged 

from7､８±１．４ｔｏ５．２±1.7．Significantimprovementwasobserｖｅｄｉｎ５ｉｔｅｍｓｉｎＣＡＳ－ＬＴ;abdomi-

naldistensionfrequencyofbowelmovement,mcompleteevacuation,bulkamountandsmooth 

analpassage・Theseresultssuggestthatlowerabdominalwarmlngpromoteintestinalmove-

mentaswenasthedefecationreflex,andimprovedconstipation。

KeyWords:lowerabdominalskmwarmmg,constipation,steamingpad 
■ 
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